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ラマ ダー ン 月 の 徳 





親愛 な る ムスリム の 皆様 ! 


仕 会 的 相互 援助 、 相 互 文 援 を 強め 、 愛 の よう な 特質 に よっ て ラマ ダー ン 月 は 、 我 
情 と 仙 意 、 元 弟 愛 の 思い を 高め る ラマ ダー 欲 が 鍛 錬 され 、 貧 者 が 援助 を 受け 、 善 行 や 


ンジ 月 を 私 た ち は 迎 えよ うと し て いま す 。 論 賞 が 増し 、 許 し や 豊か に な され る 月 で す 。 
ンマ パーン 朋 に 休 、 他 - 2 の IA な され た 断食 、 タ ラー ウィ ー の 
の 月 に 比べ 、 款 教 的 ・ 社 礼拝 、 読 まれ た クル アー ン 、 ム 
会 的 生活 に お いて 大 き な 0 コバ パク 、 イク クール 、 リ クル 、 
重要 性 が あり ます 。 な で ぜ ドッ アー、 悔 悟 、 ズ ィ ク ル 、 そ 
な ら 人 間 を 正しい 道 に 導 し て 皆 願 に よっ て 初め か ら 終 わ 
く 神 の 言葉 クル アー ン が り ま で 、 上 恵み と 豊 か さ の 月 と な 
民 き 4 れ 選 月 で あの こと 、 NR の 
て し て 千 の 月 より も より アマ グー ジ 朋 全 、 ア ラッ アー に 
邊 いみ いつ の 夜 が そこ に 対す る し も 信 の 意識 を 深く 感じ 、 
まこ 一 体 化 と 共存 が 強め られ る 月 で 
の 月 の 精神 的 な 価値 を よ す 。 だ か ら 、 ラ マダ ー ン 月 の 価 
り 高め て いる の で す 。 値 を 認識 し まし ょ う 。 そ れ を 最 





崇高 な る アッ ラー は 次 の よう に 仰せ られ 壮 の 形 で 活用 し まし ょ う 。 心 を 楽に する 精 
朱 7C。 ! ラ マク ー ン の 月 こそ き 。 人 誕 の 神 的 夫 囲 気 を 味わい まし ょ う 。 そ れ に よっ 
導き と し て 、 ま た 導き と ( 正 邪 の ) 議 別 の て 私 た ちの 過去 を 省 み 、 不 注意 さ 、 悪 事 、 
明 証 と し て クル アー ン が 下さ れ た 月 で ある 」 AG SN の の こと 0 の 月 生 C ら で る 
(雌牛 章 第 18S 節 ) 遠ざけ まし ょ う 。 和書 行 や イ バ ー ダ で アッ ラ 

預言 者 様 も この 月 に 関し 、「 誰 で あれ 、 の で 商 例 の 信 る の よう クル し まし うう 。 ン ノ 
信仰 し 、 秦 賞 を アッ ラー か ら 求 め て ラマ ダ ルアー ン の 月 で ある この 月 に 、 ク ルアー ン 
ー ン 月 の 齋 戒 を 行え ば 、 過 去 の 罪 は 許さ れ と し っ か り 結びつき まし ょ う 。 そ れ を 私 た 
る 」 と 仰せ られ まし た 。 ちの 生き 方 で の 道 案内 と し まし ょ 2 う 。 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 断食 の 月 で あ 崇高 な る アッ ラー に 、 ラ マダ ー ン 月 が イ 
る ラマ ダー ン 月 は 、 多 く の 英 知 を 含ん で い スラ ー ム 社会 全体 に 善 を も た ら す こと 、 
ます 。 私 た らち が それ を 訟 識 す る こと に よっ 人 々 が 教え に 導 か れ 、 ま た 平和 に 至る きっ 
て 精神 的 な 安らぎ を 得 、 間 び を 感じ て いる か け と な る こと を 願い ます 。 


無数 の 恵み の 尊 さ を 思い 起こ し 、 一 時 的 な 
快楽 や 感情 を 放棄 し 崇高 な る アッ ラー が 谷 
じ ら れ た 断食 と 言う イ バ ー ダ に より 、 永 遠 
に 続く 喜び に 至る と いう 神秘 に 到達 する の 
0 he 

断食 は 、 人 間 に 忍 出す る こと 、 足 る を 知 
る こと 、 と いっ た 道徳 的 美徳 を 身 に 着け さ 
せ 、 空 腹 で ある こと に よっ て 恵み の 尊 さ を 
設 識 させ 、 そ れ に より 貧 者 の 状態 を 理解 し 、 
彼ら に 慈しみ を も っ て 振る 舞 わ せま す 。 こ 


